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ルストーリーです。市ホームペー
ジから、ぜひご覧ください。（3
月30日公開）あなたもまちの広報
マン！フェイスブックやツイッ
ターで拡散をお願いします。

2016
No.978

4

特集  平成28年度施政方針、
 第５次鶴ヶ島市総合計画「後期基本計画」策定
  ２－ ３
 平成28年度予算、事業概要 ４－ ７
 地域包括ケアシステムの構築に向けて ８－ ９
市政情報 10－12
　■国民健康保険の届出、国民年金「学生納付特例制度」
　■障害者差別解消法施行、議会報告会開催案内
　■高齢者向けの給付金

みんなのひろば 13－14
　まちなかトピックス／レインボー情報／ふれあい掲示板／笑顔の天使

INFORMATION 15－20
　募集／教室／催し／案内／消防情報

みんなの健康 21
「高倉菜の花まつり」 22
「つるがしま菜の花ウォーク」
今月の休日当番医•夜間診療のお知らせ
４月の相談

あ ま ご い



2

特 集

総合計画とは
　総合計画は、目指すべき市の将来像を掲げた「基本構想」とそれを実現する
ための目標や方策を示す「基本計画」で構成されたまちづくりの指針となる市
の最上位計画です。また、総合計画に基づき、分野ごとに「個別計画」を定め、
より具体的な取組を進めています。

●●  第5次鶴ヶ島市総合計画第5次鶴ヶ島市総合計画  ●●

● 分野ごとの個別計画 ●

前期基本計画
（平成23年度～平成27年度）

後期基本計画
（平成28年度～平成32年度）

基本構想 （平成23年度～平成32年度）
〔市の将来像〕
 鶴ヶ島は　元気にする
 ～明日につながる活力のまち　支えあう安心のまち～
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平成28年度施政方針
「元気あふれるまち」を目指して

～第5次総合計画「後期基本計画」がスタート～
　市では、目指すべき市の将来像「鶴ヶ島は　元気
にする　～明日につながる活力のまち　支えあう
安心のまち～」の実現に向けて、まちづくりを進め
ています。
　このたび、平成28年度から平成32年度までに
取り組むべき施策を掲げた「第5次鶴ヶ島市総合計
画」の「後期基本計画」を策定しました。
　これは、平成23年に策定した「第5次鶴ヶ島市総
合計画」の平成27年度までの前期基本計画の期間
終了に伴い、この5年間における環境変化や前期基
本計画の取組状況、今後の課題などを整理したうえで、策定したものです。
　前期から取り組んできた2つのリーディングプロジェクト「水

み

土
ど

里
り

の交流圏の
構築」「共に支えあう仕組みづくり」を中心に、鶴ヶ島の「元気」をより確実なもの
としていくため、市の魅力創出と地域の活性化、健康づくりの推進、子育て・
教育環境の充実などに重点的に取り組んでいきます。
　後期基本計画の初年度となる平成28年度は、将来を見すえた先行投資として、
農業大学校跡地活用と連動した魅力ある地域づくりにつながるよう、周辺道路
の整備を進めます。また、4年に一度の「脚

すね

折
おり

雨
あま

乞
ごい

」を核に地域の活性化を図り、
本市の魅力を発信するとともに、子どもたちの学校や地域での活動を応援する
事業に力を入れます。
 鶴ヶ島市長　藤縄善朗　
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　人口減少社会への対応と東京圏への人口集中の是正などを目的として、国・地方が一体となって取り組む「地
方創生」に対応し、雇用の創出と安心して暮らせる地域づくりを進めるために「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
を策定しました。地方創生の考え方は、「総合計画」の基本構想と同じであるため、後期基本計画を推進して
いくための行動計画として位置づけます。

　市の将来像の実現に向け、組織課題の解決を通じて「総合計画」を下支えしていくために「行政改革推進計画」
を策定しました。行政改革を推進することで、後期基本計画の取組を実施するために必要な財源などをしっか
りと確保していきます。

後期基本計画の主な取組
平成28年度から平成32年度までの5年間に重点的に取り組む内容を、5つの政策ごとに紹介します。

「鶴ヶ島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました

　各計画の策定にあたっては、市民意識調査や市民コメント制度に基づく意見募集をはじめ、各種審議会、市議会
など、多くのみなさんからご意見・ご提言をいただき、ありがとうございました。計画書の全文については、市ホ
ームページ、市役所情報公開コーナー、若葉駅前出張所、各市民センターなどで見ることができます。

　教育委員会制度改革により、市
長と教育委員会で構成する総合
教育会議での協議を踏まえ、教育
の基本的な方針となる「鶴ヶ島市
教育大綱」を策定しました。大綱
の内容は、「第5次鶴ヶ島市総合
計画（後期基本計画）」における教
育分野の施策、「第2期鶴ヶ島市
教育振興基本計画」に反映されて
います。

 問合先　教育総務課総務担当
　計画は、今後の鶴ヶ島市の教育の進むべき方向を明らかにするため、
平成28年度から平成32年度までの5年間に取り組む基本目標と主な取
組内容を示しています。基本目標の実現に向け、次の3つの方針を重視
して取り組みます。
●社会に出て自立していける子どもを育てる
●地域ぐるみで子どもを育てる
●人が学び、人が活きる社会を支える
公表の方法
　市ホームページ、市役所情報公開コーナー、教育センター、若葉駅
前出張所、各市民センター、中央図書館、海洋センターで閲覧できます。

教育大綱を策定 第2期鶴ヶ島市教育振興基本計画を策定しました

「鶴ヶ島市行政改革推進計画」を策定しました

政策
１

政策
5

政策
2 政策

3

政策
4

健やかで安心できるまち健やかで安心できるまち
（健康・福祉・安心安全）（健康・福祉・安心安全）

● ● 地域の力を活用した生涯を通じ地域の力を活用した生涯を通じ
た健康づくりの推進た健康づくりの推進
● ● 住み慣れた地域で安心して暮らせ住み慣れた地域で安心して暮らせ
る地域包括ケアシステムの構築る地域包括ケアシステムの構築
● ● 災害対策の充実と防災に対する災害対策の充実と防災に対する
市民意識の高揚市民意識の高揚

活力に満ちたまち活力に満ちたまち
（コミュニティ・市民協働・産業）（コミュニティ・市民協働・産業）
● ● 新たな企業誘致による雇用の創新たな企業誘致による雇用の創
出と職住接近のまちづくり出と職住接近のまちづくり
● ● 地域資源を活用した鶴ヶ島の産地域資源を活用した鶴ヶ島の産
業・観光の振興と地域の活性化業・観光の振興と地域の活性化

快適に暮らせるまち快適に暮らせるまち
  （環境・都市整備）（環境・都市整備）

● ● 道路・橋りょう、公園などの老朽化道路・橋りょう、公園などの老朽化
への対応と適切な維持管理への対応と適切な維持管理
● ● 良好な住宅・自然環境の保全と安心良好な住宅・自然環境の保全と安心
して住み続けられるまちづくりして住み続けられるまちづくり

人を育むまち人を育むまち
（子育て・教育・生涯学習）（子育て・教育・生涯学習）

● ● 安心して子どもを産み、楽しみな安心して子どもを産み、楽しみな
がら子育てできる環境の整備がら子育てできる環境の整備
● ● 基礎学力の向上と豊かな心を育む基礎学力の向上と豊かな心を育む
ための教育環境の充実ための教育環境の充実
● ● 関係団体との連携による生涯スポ関係団体との連携による生涯スポ
ーツ・健康づくりの推進ーツ・健康づくりの推進

将来を見すえた市政運営将来を見すえた市政運営
（推進体制）（推進体制）

● ● 鶴ヶ島の魅力を積極的に発信す鶴ヶ島の魅力を積極的に発信す
るシティプロモーションの推進るシティプロモーションの推進
● ● 計画的で効果的な行財政運営の計画的で効果的な行財政運営の
推進と機能的な組織体制の構築推進と機能的な組織体制の構築
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項　　目 予算額 構成比 住民一人あたりの
歳入額

市税 96億5917万円 49.6％ 137703円 
国県支出金 38億3484万円 19.7％ 54670円 
地方交付税 13億 万円 6.7％ 18533円 
市債 10億5782万円 5.4％ 15081円 
■その他の内訳
地方消費税交付金 10億 800万円 5.2％ 14370円 
繰入金 7億5779万円 3.9％ 10803円 
諸収入 4億5963万円 2.4％ 6553円 
繰越金 4億 万円 2.1％ 5702円 
分担金及び負担金 2億6254万円 1.3％ 3743円 
寄附金 2億 30万円 1.0％ 2856円 
地方譲与税 1億5300万円 0.8％ 2181円 
使用料及び手数料 1億 921万円 0.6％ 1557円 
配当割交付金 6000万円 0.3％ 855円 
財産収入 5570万円 0.3％ 794円 
株式等譲渡所得割交付金 4500万円 0.2％ 642円 
自動車取得税交付金 4200万円 0.2％ 599円 
地方特例交付金 4000万円 0.2％ 570円 
交通安全対策特別交付金 1100万円 0.1％ 157円 
利子割交付金 900万円 0.0％ 128円 

計 194億6500万円 100.0％ 277497円 

《市税の内訳》

※国有資産等所在市町村交付金については、固定資産税に含む。
※ 都市計画税は、都市計画法に基づいて実施する都市計画事業の財源として
課税する目的税であり、その税収については一本松土地区画整理事業特別
会計繰出金、若葉駅西口土地区画整理事業特別会計繰出金、坂戸、鶴ヶ島下
水道組合負担金に充当しています。

※ 消費税率の引上げ分に係る地方消費税収については介護保険特別会計繰
出金、国民健康保険特別会計繰出金、公立保育所運営事業、民間保育所運
営支援事業、認定こども園等運営支援事業に充当しています。

項　　目 予算額 構成比 住民一人あたりの
歳入額

市民税（個人） 39億8360万円 41.3％ 56791円 
市民税（法人） 4億4514万円 4.6％ 6346円 
固定資産税 41億4768万円 42.9％ 59130円 
都市計画税 5億2943万円 5.5％ 7548円 
市たばこ税 4億4824万円 4.6％ 6390円 
その他（軽自動車税など） 1億 508万円 1.1％ 1498円 

計 96億5917万円 100.0％ 137703円 

項　　目 予算額 構成比 住民一人あたりの
歳出額

民生費 77億9735万円 40.1％ 111160円 
土木費 26億3197万円 13.5％ 37522円 
総務費 25億 782万円 12.9％ 35752円 
教育費 19億5894万円 10.1％ 27927円 
公債費 15億1157万円 7.8％ 21549円 
衛生費 13億4234万円 6.9％ 19137円 
消防費 9億7295万円 5.0％ 13871円 
■その他の内訳
商工費 3億7903万円 1.9％ 5404円 
議会費 2億 360万円 1.0％ 2903円 
農林水産業費 1億1311万円 0.6％ 1612円 
労働費 2413万円 0.1％ 344円 
予備費 2000万円 0.1％ 285円 
諸支出金 219万円 0.0％ 31円 

計 194億6500万円 100.0％ 277497円 

  

歳　

入

  
歳　

出

一般会計

国民健康保険
　87億3324万円（3541万円増） 0.4%増
後期高齢者医療
　5億9087万円（6115万円増） 11.5%増
介護保険
　37億5530万円（4億5770万円増） 13.9%増
一本松土地区画整理事業
　3億8385万円（6347万円増） 19.8%増
若葉駅西口土地区画整理事業
　3億4614万円（3183万円増） 10.1%増

特別会計

※住民数：7万145人（平成28年1月1日現在）

歳入
市税 市民税、固定資産税などの税収入
国県支出金 特定の事業のために国・県から支出されるお金
地方交付税 市の財政状況に応じて国から交付されるお金
市債 大きな事業などを行うために市が借り入れるお金
歳出（目的別）
民生費 子ども、高齢者、障害者などの福祉全般の事務・事業に使うお金
土木費 道路、公園整備などに使うお金
総務費 住民窓口、課税徴収、IT化など市の総括的な事務に使うお金
教育費 学校運営の費用、生涯学習、スポーツなど教育全般の事務・

事業に使うお金
公債費 市債を返済するために使うお金
衛生費 保健衛生、公害対策など安全で衛生的な生活のために使うお金
消防費 消防や災害対策に使うお金

＜財政用語解説＞

平成28年度  予算をお知らせします
  予算と事業の概要
　平成28年度は、第5次鶴ヶ島市総合計画（後期基本計画）の初年度に当たり、総合計画に掲げる市の将来像の実現に向け、各
施策の取組を着実に推進していくためのスタートとなる大変重要な年度です。
　平成28年度は、将来を見据えた先行投資として、農業大学校跡地の活用やその周辺地域を活用した魅力ある地域づくりを推
進します。また、進行する高齢化への対策として、地域包括ケアシステムの構築を進めるとともに、教育の充実に取り組みます。
　一般会計の総額は194億6500万円、前年度と比較して3172万円の増額、率にして0.2%の増となりました。
 問合先　財政課財政担当
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　監査制度の目的は、市の財務会計事務や事務事業の執行が、公正で合理的かつ能率的に実施されているかを
監査することにより、市の適正な行財政運営を確保して市民福祉の増進に努めることにあります。
　監査委員は、地方自治法の規定に基づく必置機関で、その法定数は原則2人と定められています。
　監査の種類は、実施計画を定めて行う監査と市民の請求、議会や市長の要求などにより行う監査があり、平
成28年度の監査実施計画に基づく監査は、次のとおりです。
※監査結果は、随時、市ホームページへ掲載します。

種　類 事　務　の　内　容 予　定
例月出納検査 会計管理者の行う出納事務が適正に行われているか検査を実施します。 毎月

定  例  監  査 各課の財務会計事務を中心として、その執行が適正に行われているかを監査
します。 9～2月

工  事  監  査 定例監査の一環として請負契約の金額が原則1000万円以上となる工事の中か
ら監査を実施します。 随時

補助団体など
に対する監査

市が財政的援助を行っている団体または市の施設の管理運営を委託している指
定管理者に対し、補助金や委託金が適正に使用されているかなどを監査します。 6・11月

決  算  審  査 一般会計および特別会計（国民健康保険特別会計など）の歳入歳出決算につい
て審査します。 6・7月

基金運用状況
審　　　　査

決算審査に併せ、定額の資金を運用する基金について、その運用状況を審査
します。 6・7月

財 政 健 全 化
審　　　　査

「財政健全化法」に基づく健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実
質公債費比率および将来負担比率）およびその資料が適正に算定されているか
を審査します。

8月

◆資産管理課を設置します（総合政策部）
　公共施設の老朽化などの課題に対応していくため、「資産管理課」を設置します。
◆収納課を設置します（総務部）
　市税だけではなく、市全体の債権管理体制の連携強化を図るため、「収税対策課」を「収納課」に改めます。
◆都市施設保全課を設置します（都市整備部）
　 「都市施設保全課」を設置して、公園、緑地、道路の維持補修や、防犯灯、道路照明灯、交通安全施設
の管理や整備などを行います。
◆生涯学習スポーツ課を設置します（教育部）
　 「生涯学習課」を「生涯学習スポーツ課」に改めます。生涯学習や文化活動、スポーツなどによって、
生涯を通じて学び、健康に暮らせるまちづくりを推進していきます。
◆事務の窓口が変わります。
　①「建築課」で担当していた住宅行政、建築指導、開発に関する事務を「都市計画課」で担当します。
　②「安心安全推進課」で担当していた空き家に関する事務を「都市計画課」で担当します。

平成27年度補正予算に組みかえて前倒しして執行する主要事業
「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者などを支援するため、国の
補正予算と連動し、平成28年度に実施する事業を平成27年度補正予算に組みかえて執行します。
【年金生活者等支援臨時福祉給付金に関する経費（繰越事業）】
●年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事務費　364万円
●年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業　1億4250万円
　平成27年度市民税（均等割）非課税者（住民税課税者の扶養親族などは除く。）で、平成28年度中に65歳以上と
なる方に対し、給付金として、1人につき3万円を支給します。

平成28年4月1日から市の組織が変わります   問合先  秘書政策課政策担当

監査委員は市の財務会計事務などの執行内容をチェックします   問合先  監査委員事務局
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事業をお知らせします 特 集

3　　快適に暮らせるまち （環境・都市整備）
　身近な自然環境が確保され、公園、道路、排水
などの生活環境が整備された、市民誰もが快適に
暮らせるまちを目指します。

●（新）橋りょう・道路維持管理事業
　老朽化と経年劣化に伴い、損傷を来たしている橋
りょうなどを計画的に修繕し、交通の安全と通行の
円滑化を図ります。 6232万円
●一本松地区地区計画住環境整備事業
　一本松地区地区計画区域の良好な居住環境の形成
を図るため、道路整備を実施します。 １億9243万円
●都市計画道路整備事業
　埼玉県による埼玉県農業大学校跡地の活用と連動
した周辺道路の整備により、跡地活用の促進および
円滑な道路網の確保を図ります。 ２億2380万円
●市内公共交通運行事業

　市民の移動手段の確保と拠点性の高い公共公益施
設への利便性向上を図るため、つるバス・つるワゴ
ンを運行する民間事業者に対し、必要な経費を補償
します。 6677万円
●（新）近隣公園施設修繕事業
　市民の快適な公園利用に資するため、近隣公園の老
朽化が進んでいる公園施設を修繕します。 329万円

4　　人を育むまち （子育て・教育・生涯学習）
　安心して子育てができるとともに、子どもから大人
まで、市民誰もが生涯にわたって成長していく環境が
整った、地域みんなで人を育むまちを目指します。

●ひとり親家庭等医療費助成事業
　ひとり親家庭などに対し、医療費助成金を支給す
ることにより、生活の安定と自立を支援し、ひとり
親家庭等の福祉の増進を図ります。 1914万円
●放課後児童対策事業
　学童保育室を運営する事業者に対して補助などを
行うことにより、放課後における児童の健全な育成
と子育て環境の充実を図ります。 １億2285万円
●民間保育所運営支援事業
　民間保育園に対して、公定価格（国が定める基準）
による給付を実施するとともに、運営改善と振興を
図るための補助を行うことにより、子育て環境の充
実を図ります。 ８億8494万円
●認定こども園等運営支援事業
　認定こども園等に対して、公定価格（国が定める基
準）による給付を実施するとともに、運営改善と振興
を図るための補助を行うことにより、子育て環境の
充実を図ります。 １億1445万円
●小学校国際性を育む教育推進事業
●中学校国際性を育む教育推進事業
　英語の標準的な発音に慣れ、外国の生活について
興味関心を高めるため、外国語指導助手を小・中学
校に派遣します。また、小中連携による一貫した外
国語教育を推進するため、中学校に市費による英語
教員を配置し、小学校へ派遣します。
 （小学校）401万円、（中学校）2496万円
●（新）笑顔あふれる活動応援事業
　小学生が学校や地域で活躍するため、必要な物品
などを購入します。 382万円
●（新）がんばる部活動応援事業
　中学校の部活動を応援するため、必要な物品など
を購入します。 540万円
●（新）脚折雨乞支援事業
　国選択無形民俗文化財、市指定無形文化財「脚折雨乞」の
魅力のPRおよび後世への継承支援を行います。 230万円

5　　将来を見すえた市政運営 （推進体制）
　少子高齢化をはじめとする社会情勢の変化を見す
え、市民が「市役所は変わった」と思える、これか
らの時代に対応した新しい市政運営を目指します。

●（新※）シティプロモーション推進事業
　様々なメディアを活用して、鶴ヶ島市の人や自然、
文化などの魅力を国内外へ発信します。 195万円
●公共施設予約運営事業
　運用開始から６年が経過した公共施設予約システ
ムを更新し、利用者の利便性と事務効率の向上を図
ります。 1819万円
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　　　　各分野の主要　特 集

　第５次鶴ヶ島市総合計画の５つの
政策分野ごとに平成28年度の主要
事業をお知らせします。

（新）は新規事業です。
（新※）は平成26・27年度補正予算において新規事業
として計上した事業です。

～平成28年度 予算と事業の概要～

１　　健やかで安心できるまち （健康・福祉・安心安全）
　急速に高齢化が進む地域の実情を見すえ、市民
誰もが住み慣れた地域で暮らせる、健やかで安心
できるまちを目指します。

●障害者在宅福祉推進事業
　重度心身障害者の経済的負担を軽減するため、医療
機関を受診した際、医療費一部負担金を助成します。
 ２億1205万円
●障害者施設等支援事業
　「きいちご」を障害者総合支援法に基づく障害者生
活介護施設に移行することにより、質の高い障害福
祉サービスを提供し、在宅の常時介護を要する障害
者の日常生活の充実および社会参加の促進を図りま
す。 3023万円
●地域でスクラム健康運動事業
　タニタ健康プログラムを活用した健康づくり運動
の継続、筋力向上運動講座の開催、健康遊具を活用
した運動指導などを実施します。 412万円
●（新※）つるがしま健康マイレージ運営事業
　健康づくり関連事業の参加に応じてポイントを貯
め、クーポン券を贈呈することで、市民の健康意識
を高め健康づくりの習慣化を促します。 66万円
●（新※）防犯灯ＬＥＤ化推進事業
　市内すべての防犯灯をＬＥＤ灯に交換する導入事
業を実施することにより、省エネルギーの推進と温
室効果ガスの排出量の抑制を図るとともに、防犯環
境の整備に努めます。 394万円

2　　活力に満ちたまち （コミュニティ・市民協働・産業）
　人々が集い、交流し、働き、遊び、住まう、賑
わいと活力に満ちたまちを目指します。

●地域支え合い推進事業
　地域の住民が、ＮＰＯ法人などの市民活動団体、
企業などとの連携により、日常の暮らしの中で共に
支え合い、助け合いながら、地域の課題を地域で解
決できる仕組みづくりを支援します。 1220万円
●（新※）女性活躍応援事業
　出産などを機に離職した女性の再就職面接会や、
起業する女性の情報交換・交流会などを開催し、女
性の経済的自立およびネットワークづくりを支援し
ます。 22万円
●（新※）市民センター地域活動支援事業
　地域づくりの担い手の発掘・育成に向けた取組や、
市民・市民活動団体などの活動を支援し、連携・協
働による地域づくりを推進します。 72万円
●企業立地雇用等促進奨励事業
　市内で一定規模以上の事業所の新設を行う企業お
よびその従業員に対して奨励措置を講じ、企業の進
出を促すとともに、市民の雇用機会の拡大や定住の
促進を図ります。 1930万円
●（新）起業・創業支援事業
　鶴ヶ島市商工会との連携のもと、起業を目指す人を
支援することにより、地域の活性化および雇用の確保
を図ります。 5万円
●（新）雨乞いのまち鶴ヶ島活性化事業

　鶴ヶ島の地域資源である「脚折雨乞」を核とした
市民主体のまちづくりや地域の活性化を目指すとと
もに、郷土意識の醸成および地域産業の振興を図り
ます。 335万円
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特 集

　認知症になっても本人の意思が尊重され、
住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地
域における支援体制の構築と認知症ケアの向
上を図る認知症総合支援事業を進めます。
　医療機関や介護サービス事業者などとの連
携を図り、認知症の方やその家族からの相談
業務などを行う認知症地域支援推進員を各地
域包括支援センターに配置（兼務）しています。
　認知症の方やその家族に対し専門職による
初期支援を実施し、早期に適切な医療・介護
サービスにつなげる認知症初期集中支援チー
ムを設置します。
　認知症の方とその家族、地域住民、専門職
が集う認知症カフェを普及し、認知症の方を
支えるつながりの支援と家族の介護負担の軽
減を図ります。

　市では、急速に進む高齢化の中で、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる
よう、医療・介護・介護予防・生活支援・住まいが適切に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指します。
　地域包括ケアシステムは、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要
な仕組みです。これから、様々な取組を通じて鶴ヶ島市らしい地域包括ケアシステムの構築を進めていきます。
　現在、地域包括ケアシステム構築のために始まった取組について紹介します。

●　地域の医療・介護の資源の把握
●　在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討
●　切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
●　医療・介護関係者の情報共有の支援
●　在宅医療・介護連携に関する相談支援
●　医療・介護関係者の研修
●　市民のみなさんへの普及啓発
●　在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携

地域包括ケアシステムの構築に向けて
 問合先  高齢者福祉課地域包括ケア推進担当

病院

・地域包括
　支援センター

ＮＰＯ・ボランティア等による
介護予防・日常生活支援総合事業など

かかりつけ医
地域連携病院

施設系サービス
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・認知症グループホームなど

自宅
介護付有料老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅など

認知症の方

居宅系サービス
・ホームヘルプサービス
・デイサービスなど
介護予防サービス

　医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で安心して
暮らすために、医療機関と介護事業者などが連携して、在宅
医療・介護を一体的に提供することが求められます。
　関係機関をはじめとした多職種協働により在宅医療・介護
を提供できる体制を作るため、坂戸鶴ヶ島医師会の協力を得
ながら、在宅医療と介護の連携を進めていきます。

認知症の方への支援を進めます在宅医療と介護の連携を進めます

主 な 取 組
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特 集

介護予防・日常生活支援総合事業が始まりました。
　介護予防・日常生活支援総合事業とは、地域の65歳以上の方を対象にその方の状態や必要性に合わせて様々
なサービスなどを提供することで、自らの持つ能力を最大限に活かし、元気で自立した生活を続けていくため
の事業です。介護予防・日常生活支援総合事業には、次の２つがあります。

生活支援サービス・介護予防活動の体制整備を進めます

　地域の様々な皆さんが生活支援サービスや介
護予防活動を行なっていただくことで、高齢者
の日常生活を支え合う体制を作るため、新たな
生活支援サービスの創出やサービス提供者のネ
ットワーク化、担い手となる方の養成などを行
う生活支援体制整備事業を進めます。
　サービス提供主体のネットワークを作り、必要
なサービスの把握などを行う生活支援コーディネ
ーターの配置と企画、立案、方針決定などを行う
生活支援体制推進協議会の設置を進めています。

生活支援サービスなどの創出・ネットワーク化・担い手の養成

ボランティア

社会福祉協議会

シルバー人材センター

生活支援体制推進協議会イメージ
生活支援体制推進協議会

地縁団体など

生活支援コーディネーター

介護予防・日常生活支援総合事業 （鶴ヶ島市で具体的なサービス内容を決めていきます）

　介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）と介護予防通所介護
（デイサービス）の２つのサービスを全国一律の基準に基づく介護
予防サービスから、市が実施する介護予防・日常生活支援総合事
業の訪問型サービスと通所型サービスへ移行し、これまでと同様
のサービスを提供します。それ以外の介護予防サービスは変更あ
りません。
　また、他にも地域の様々な方が高齢者の生活を支援するサービ
スなども、順次取り入れていきます。

　65歳以上の全ての高齢者の皆さ
んを対象に、介護予防のための取組
を行っていきます。
　市主催の介護予防教室とともに、
市民のみなさんが自主的な活動を行
う通いの場を増やしていく地域づく
りの取組を進めます。

介護予防・生活支援サービス事業 一般介護予防事業

介護予防サービス（介護保険給付） 介護予防・日常生活支援総合事業

平成28年３月まで 平成28年４月から

•訪問介護（ホームヘルプサービス）

•通所介護（デイサービス）

•訪問リハビリテーション

•通所リハビリテーション

•訪問看護

•福祉用具貸与　など

•訪問型サービス

•通所型サービス

介護予防サービス（介護保険給付）

•訪問リハビリテーション
•通所リハビリテーション
•訪問看護
•福祉用具貸与　など

このサービスだけ移行
します。サービス内容
は変わりません。

　介護予防・生活支援サービス事業の対象者は「要支援認定を受けている方」と「65歳以上で、国が定めた基
本チェックリストにより、サービスを受ける対象として判断された方」です。
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　　保養所の助成対象者が　　保養所の助成対象者が
問合先　保険年金課国民健康保険担当

　国民健康保険では、契約保養施設の利用者に助
成をしています。３月までは市民全員が対象とな
っていましたが、４月からは本市の国民健康保険
と後期高齢者医療の加入者に限定させていただき
ます。

 申請・問合先　保険年金課国民年金担当

　20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加
入し、保険料を納めることになります。しかし、経済
的に保険料を納めることが難しい場合には、保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」がご利用いた
だけます。
　この制度を申請して承認を受けた期間は、年金を受
けるための資格期間に算入されます。また、猶予され
た期間の保険料は、10年以内であれば古い期間から
順に納めることができます（追納）。納めた保険料は、
将来受け取る年金額に反映されます。ただし、承認を
受けた年度の翌年度から起算して、３年度目以降は、
当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せさ
れますので、お早目の追納をお勧めします。
　この制度は、毎年度（学年ごとに）申請が必要です。
申請できる期間が定められていますので、希望する方
は早めに申請してください。

■対象
大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校、各種学校（学校教育法で規定されている修
業年限が１年以上の課程）に在学する生徒・学生で、
前年の所得が一定額以下の方
■申請できる期間
申請時点の２年１か月前の月分まで
例　平成28年４月申請の場合、平成26年３月分まで
申請できます。
■申請に必要なもの
①年金手帳
②申請年度に有効な学生証（両面コピー可）または在学
証明書
③印鑑（本人が署名する場合は不要）
④代理の方が手続きするときは、代理の方の身分証明
書（運転免許証や健康保険証など）
※日本年金機構からはがき形式の申請書が届いた方
は、必要事項を記入し返送すれば、市役所での手続き
は必要ありません。

 問合先　保険年金課国民健康保険担当

　国民健康保険（国保）に加入するとき、国保をやめる
ときは、14日以内に届出をお願いします。

○加入の届出
　国保の資格取得日は他の保険の資格を喪失した日で
す。届出が遅れると国保税も遡って納付することにな
ります。
※届出に必要なもの①職場の健康保険を喪失した証明
書②個人番号カード、または通知カード（個人番号が
確認できるもの、国保加入者全員分）③運転免許証、
旅券など（官公署が発行した顔写真付の証明書）
　近年、医療保険の加入手続きをしていない「無保険
者」が増加していると言われています。病気やケガに
備えるためにも健康保険の加入手続きを必ず行ってく
ださい。

○喪失の届出
　国保の資格喪失日は他の保険に加入した日です。届
出がされないと国保税が課税されたままとなります。
また、他の保険に加入した後、国保の保険証で受診し
た場合は、国保で負担した医療費を返還していただく
ことになります。
※届出に必要なもの①国保の保険証など交付書類②職
場などの保険証③個人番号カード、または通知カード
（個人番号が確認できるもの）（①～③ともに国保加入
者全員分）④運転免許証、旅券など（官公署が発行した
顔写真付の証明書）

○口座振替キャンペーン
　新規に国民健康保険税にかか
る口座振替の申込みをされた方
に対し、「つるゴンハンドタオ
ル」をプレゼントしています（個
数限定）。
　簡単で便利な口座振替をぜひ
ご利用ください。

市民活動推進センター市民活動推進センターの業務がの業務が　　
問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

　市民活動推進センターで行っていた市民活動に関
する相談など全般的なことは、４月から市役所の地
域活動推進課で行います。なお、市民活動に関する
情報収集や交流などの場としては、今までどおりご
利用になれます。

市政 情報
国民年金の「学生納付特例制度」国民年金の「学生納付特例制度」
は毎年度申請が必要ですは毎年度申請が必要です

国民健康保険の加入・喪失の国民健康保険の加入・喪失の
届出はお早めに届出はお早めに

当

変わ変わりますります
担当

変わ変わりますります
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障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
や
市

区
町
村
な
ど
の
行
政
機
関
や
会
社
、

店
舗
な
ど
の
民
間
事
業
者
が
、
障
害

の
あ
る
人
に
対
す
る
「
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
」
を
な
く
す
た
め
に
制

定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
す
べ
て
の
人

が
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

い
な
が
ら
、
共
生
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
「
障
害
の
あ
る
人
」
と

は
？

　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害（
発
達
障
害
を
含
む
）、
そ
の
ほ
か

心
身
の
機
能
の
障
害
が
あ
り
、
障
害

や
社
会
的
障
壁（
※
）に
よ
っ
て
日
常

生
活
や
社
会
生
活
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
人
で
す
。
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
「
社
会
的
障
壁
」
と
は
、
障
害
の

あ
る
人
に
と
っ
て
日
常
生
活
や
社

会
生
活
を
送
る
上
で
障
壁
と
な
る
事

物
・
制
度
・
慣
行
・
観
念
な
ど
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
と
は
？

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
害

を
理
由
と
し
た
「
不
当
な
差
別
的
取

扱
い
」
の
禁
止
と
、「
合
理
的
配
慮
」

の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

　

障
害
を
理
由
と
し
て
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制

限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

②
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　

障
害
者
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
、
負
担
が
過
度
に

な
ら
な
い
範
囲
に
も
関
わ
ら
ず
配
慮

を
し
な
い
こ
と
。

職
員
対
応
要
領
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
は
、
障
害
者
へ
の
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の

提
供
に
つ
い
て
、
市
職
員
が
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
要
領
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

議会報告会2016－市民と議員の懇談会－ 問合先　議会事務局
　市議会では、議会報告会2016を2日間・3会場で開催します。今回は、市民と議員との懇談を中心として行います。
どなたでも参加できますので、お近くの会場にお越しください。

日
時

4月23日（土）
13時30分～15時30分

4月23日（土）
13時30分～15時30分

4月24日（日）
13時30分～15時30分

場
所

大橋市民センター
第１学習室

富士見市民センター
第１学習室

農業交流センター
研修室

担
当
議
員

五伝木隆幸
太田　忠芳
齊藤　芳久
内野　嘉広
近藤　英基
金泉婦貴子

松尾　孝彦
大野　洋子
長谷川　清
持田　敏明
髙橋　剣二
藤原　建志

山中　基充
髙田　克彦
小川　茂
出雲敏太郎
漆畑　和司
杉田　恭之前回の議会報告会の様子

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

 

（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

〜
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
生
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
〜

 

問
合
先　

障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当段差がある場合に、

スロープなどを使っ
て補助する。

困ったときはご相談ください！
　障害を理由とする差別で困ったとき
は、障害者福祉課または生活サポートセ
ンター（☎049・277・4116）、権利擁
護支援センター（☎049・277・3317）
にご相談ください。

平成28年4月1日スタート

合理的配慮
の 例例 障害者差別解消法では、下記のように定めています

区 分 不当な差別的
取扱い 合理的配慮の提供

国の行政機関・
地方公共団体
など 不当な差別的

取扱いが禁止
されます

障害者に対して合理
的配慮を行わなけれ
ばなりません

民間事業者など
障害者に対して合理
的配慮を行うよう努
めなければなりませ
ん

施設の受付
で、聴覚障害
のある人に、
筆談などで応
対する。

上記イラストは「内閣
府リーフレット」より（　　　　　　　　 ）
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対
象　

平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上

と
な
る（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
）方
で
、
平
成
27
年
度

の
住
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除

き
ま
す
。

•
住
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

•
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

支
給
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万

円（
１
回
限
り
）

申
請
期
間　

４
月
11
日
㈪
〜
７
月
29

日
㈮

※
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る

方
に
は
、
４
月
上
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
詳
し
い
申
請
方
法
な
ど

は
、
申
請
書
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日

時
点
で
住
民
登
録
の
あ
っ
た
市
町
村

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
転
入
さ
れ
た

方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
市
町

村
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
の
支
給
は
、
指
定
さ
れ
た

銀
行
口
座
な
ど
へ
の
振
込
み
を
基
本

と
し
ま
す
。
申
請
か
ら
振
込
み
ま
で

は
、１
か
月
半
程
要
す
る
見
込
み
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
今
回
の
「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」

の
手
続
き
を
悪
用
し
た
「
振
り
込
め

詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
不
正
な
取

得
」
な
ど
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が

Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
支
払
機
）の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

◆
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員

が
、「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」
の

支
給
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

※
不
安
に
思
っ
た
ら
、
市
役
所
や
最

寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専

用
電
話（
♯
９
１
１
０
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
向
け
の
給
付
金　
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方
に
対

し
て
、「
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
」（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

申
請
・
問
合
先　

福
祉
政
策
課
福
祉
政
策
・
地
域
福
祉
担
当

高齢者向けの給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

※生活保護世帯の方は該当しません

平成 28 年度中に 65 歳以上に
なりますか。
（生年月日が昭和 27 年 4 月 1
日以前ですか。）

平成 27 年度分の住民税が課税
されていますか？

平成 27 年度分の住民税が課税
されている方の扶養親族などに
該当しますか？

高齢者向けの給付金 3万円

該
当
し
ま
せ
ん
。

▶

▶

はい

▶

いいえ

い
い
え

▶

は
い

▶

は
い ▶

いいえ

障害者団体などに補助金を交付します
　障害のある人を支援するための自発的な活動を行う障
害者団体または障害者支援団体に対し、補助金を交付し
ます。
対象団体　市内に事務所を有する障害者団体、障害者支
援団体（構成員が概ね5人以上）
申請期日　5月10日（火）まで
申請書類　障害者福祉課窓口で配付。または市ホームペ
ージからダウンロードできます。
その他　補助の決定は内容を審査後通知します。
申請・問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

人権擁護委員を紹介します
　市には、法務大臣から委嘱された人権擁護委員が
５人います。
　人権擁護委員は、地域の皆さんが人権について関
心を持ち、その理解を深めてもらうために様々な啓
発活動を行っています。
　また、あらゆる人々の人権を守るため、毎日の暮
らしの中で起こる人権に関する問題（いじめ、虐待、
差別問題など）に関し、法務局や市役所などで人権
相談を行っています。相談は無料で、秘密は厳守し
ます。気軽にご相談ください。
人権擁護委員
青
あお

木
き

洋
ひろし

さん、山
やま

中
なか

伊
い

久
く

枝
え

さん、
内
うち

田
だ

広
ひろ

行
ゆき

さん、宮
みや

崎
ざき

和
かず

子
こ

さん、
関
せき

口
ぐち

博
ひろ

行
ゆき

さん
問合先　総務人権推進課人権推
進担当

固定資産評価審査委員会委員について
　石

いし

川
かわ

孝
たかとら

さんが任期満了となりましたが、3月15日付
けで再任されました。
問合先　人事課

人権イメージキャラクター
人KENまもる君



ひんやり真っ白「冷た～い」

　2月27日、環境教育施設「eコラボつるがしま」で行わ
れた第2回eコラボまつり。シンポジウムなどで賑わう中、子
どもたちに人気はサイエンスショー「体験！南極ブリザード」。
液体窒素を使った実験に興味津々。科学を楽しみました。

大きくたくましく！

みんなの進級

　3月18日、学校法人武蔵野幼稚園で卒園式が行われまし
た。幼稚園での様 な々経験を通して大きく成長した子どもたち。
お世話になった先生方やお友達との別れを惜しみつつ、4月
からの新生活に向けて、はじめの一歩を踏み出しました。

　3月13日西市民センターで新町一丁目進級お祝い会が
行われました。自治会みんなで小中学生の進級を祝うた
め、絵による連想ゲームや近所のお兄さんのライブも行わ
れ、こども達は進級へ向けて心を新たにしていました。

新たなメニューで楽しく健康づくり

今も伝わる地域への思い

龍神が駆け抜ける

　3月22日、市役所駐車場にて、脚折雨乞デザイントラッ
クの出発式が行われました。トラックは関東地方を中心に
中部地方から東北地方を駆け巡ります。10t車に描かれた
大迫力の龍神が多くの人の心をつかむことでしょう。

　3月10日脚折近隣公園で健康遊具体験講座が行われま
した。日頃行っている健康づくりに新たなメニューを加える
べく、多くの方が熱心に様 な々器具の使い方を学び、より
一層の健康づくりに思いをはせました。

　3月6日、上広谷・五味ヶ谷地域合同の年中行事「春
祈祷」が行われました。獅子頭をかぶった人など関係者が、
ほら貝の音とともに上広谷中央公民館から皇大神社までを
練り歩き、地域の平穏無事を祈願しました。

13 広報つるがしま 2016.4

　　  みんなのひろば
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　  みんなのひろば

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

志し

関せ
き

栞か
ん

奈な

ち
ゃ
ん

 

（
富
士
見
・
７
か
月
）

大橋市民センター　連絡先／花
はな

畠
ばたけ

☎
049・287・0298
▶自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

カンナの会（健康体操）　日
時／第1・2・4金曜日10時～11時30
分　場所／大橋市民センター　連絡
先／内

うち

野
の

☎049・285・1857
▶かろやかダンスクラブ（社交ダンス）
対象／市内在住の60歳以上の方　日
時／金曜日13時～15時（月4回）　場
所／大橋市民センター　連絡先／小

こ

泉
いずみ

☎049・285・8053
▶ヒキコマ歴史クラブ（学習・研究・
交流）　日時／第1火曜日10時～12時
場所／市民活動推進センター　連絡
先／市

いち

川
かわ

☎049・257・8739
▶鶴二少年野球クラブ　対象／市内
在住の幼児～小学生男女　日時／土・
日曜日・祝日8時30分～12時　場所
／南小学校校庭　連絡先／石

いし

井
い

☎
080・5654・3895
▶鶴ヶ島A

エンジェルス

ngels（バドミントン）　対
象／小学生　日時／毎週土曜日14時
30分～18時30分、毎週日曜日15時
～17時　場所／藤小学校体育館　連
絡先／新

あら

井
い

☎090・8588・8275

出かけてみませんか

▶第36回グループ土絵画展（油彩・
水彩・パステルなど）　日時／4月3
日（日）～10日（日）10時～17時（初日
は12時から、最終日は14時まで）　
場所／中央図書館　連絡先／坂

さか

本
もと

☎
049・287・6268
▶第88回雑木林と水辺の観察会「高
徳神社、春の野草」　日時／4月24日
（日）9時30分～12時　場所／高徳神
社社務所前集合　参加費／会員外は
200円　申込み／不要　連絡先／大

おお

和
わ

田
だ

☎049・286・2882
▶雅

みやび

市
いち

（ハンドメイド雑貨市）　日時
／4月4日（月）10時～16時　場所／ア

巾着田菜の花まつり（日高市）
　春の巾着田に遊びにきませんか。
日時　４月９日（土）、10日（日）10時～16時
場所　巾着田
（西武池袋線高麗駅下車徒歩約15分）
内容　特産品販売、ステージイベン
ト、ミニSL、にじのパレード（10日（日）
のみ）など
問合先　日高市観光協会事務局（日
高市産業振興課内）（☎042・989・
2111）

ルカーサル迎賓館川越　連絡先／宮
みや

沢
ざわ

☎080・3206・0569
▶子育てセミナー　子どものほめ方、
叱り方～「叱る」と「怒る」は全く
違うんですねぇ～　対象／子育て中、
これから親になる方　日時／4月14日
（木）10時30分～11時30分　場所／
東市民センター　参加費／200円（資
料、お茶代）　申込み／不要　連絡先
／荒

あら

川
かわ

☎049・285・6362

参加してみませんか

▶初心者弓道教室　対象／弓道を始
めたい18歳以上の方　日時／5月14
日（土）～6月12日（日）までの土・日曜
日10時～12時（計10回）　場所／藤中
学校内弓道場　参加費／無料　申込
み／5月13日（金）までに小

こ

松
まつ

☎049・
285・5480
▶第29回わんぱく相撲西入間大会坂
戸場所　対象／4・5歳児、小学1～6
年生（男・女）　日時／5月22日（日）9
時～15時　場所／坂戸市民総合運動
公園（相撲場、アリーナ）　参加費／
無料　申込み／吉

よし

野
の

☎080・9153・
2917
▶坂戸ソフトテニスJｒ.初心者講習
会　対象／小学生　日時／4月23日
（土）、24日（日）12時15分～14時30
分　場所／坂戸市立浅羽野中学校　
参加費／無料　申込み／町

まち

田
だ

☎090・
1880・4174

仲間になりませんか

▶ラブリー英会話　日時／毎週月曜
日13時～14時30分　場所／南市民セ
ンター　連絡先／川

かわ

島
しま

☎049・285・
5335
▶脳勉強会（脳に関する勉強会）　日
時／第2・4水曜日10時～12時　場所
／南市民センター　連絡先／柳

やなぎ

原
はら

☎
049・285・6435
▶きずな（カラオケ）　日時／第2・4
水曜日13時～16時　場所／南市民セ
ンター　連絡先／山

やま

崎
ざき

☎049・285・
4519
▶カラオケカナリアサークル　対象
／市内在住の女性　日時／第1・2・3
金曜日13時～16時　場所／南市民セ
ンター　連絡先／朝

あさ

倉
くら

☎049・285・
2183
▶健康体操リフレッシュ　日時／毎
週木曜日13時～15時　場所／南市
民センター　連絡先／小

こ

林
ばやし

☎049・
285・6159
▶写真同好会　日時／第2金曜日19時
～21時　場所／北市民センター　連
絡先／根

ね

岸
ぎし

☎090・5820・8350
▶ぱれっと（油絵）　日時／毎週金曜
日13時～17時　場所／富士見市民セ
ンター　連絡先／芳

よし

尾
お

☎049・286・
5485
▶レモンコーラス（合唱）　対象／女
性　日時／第1・3・4水曜日13時～
16時　場所／北市民センター　連絡
先／齊

さい

藤
とう

☎049・286・6861
▶松

しょう

龍
りゅう

太極拳サークル　日時／毎週
月曜日10時～12時（月4回）　場所／

6月号の原稿締切は､4月25日（月）
です。※「仲間になりませんか」
のコーナーは､ 同一サークルなど
は年1回の掲載です。それ以外の
原稿は､ 同一サークル年3回まで
で、同一号には1件までの掲載に
限らせていただいています。

レインボー情報は埼玉県川越都市
圏まちづくり協議会を構成する７
市町（川越市・坂戸市・鶴ヶ島市・
日高市・川島町・毛呂山町・越生
町）の情報を掲載

レインボー情報
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（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

教
育
委
員
会
の
各
審
議
会
の
委
員

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
参
加
の

教
育
や
教
育
行
政
を
推
進
す
る
た

め
、
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
教
育
・
ス
ポ

ー
ツ
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
知
識
、

経
験
、
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の

方（
公
務
員
は
除
く
）

委
嘱
期
間　

６
月
１
日
〜
平
成
30
年

５
月
31
日
の
２
年
間
。
た
だ
し
図
書

館
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日

〜
平
成
30
年
９
月
30
日
の
２
年
間
。

募
集
す
る
審
議
会
お
よ
び
職
務
内
容

①
社
会
教
育
委
員
＝
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
の
立
案
に
関
す
る
こ

と
な
ど
②
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
＝

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
な
ど
③

図
書
館
協
議
会
＝
課
長
の
諮
問
に
応

じ
、
図
書
館
の
運
営
に
関
し
て
調
査

審
議
す
る
こ
と
な
ど

募
集
人
員　
各
審
議
会
と
も
若
干
名

委
員
の
報
酬
な
ど　
「
非
常
勤
職
員

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
い
て
支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法　

４
月
22
日
㈮
17
時
ま
で

に
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
が
直
接
教
育
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
教
育

総
務
課
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
、

図
書
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

第
一
次
審
査
／
応
募
申

込
書
に
よ
る
選
考　

第
二
次
審
査
／

面
接

問
合
先　
教
育
総
務
課
総
務
担
当

児
童
福
祉
審
議
会
委
員

　

児
童
福
祉
や
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
審
議
を
行
う
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
子
育
て
中
の

方
ま
た
は
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支

援
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方

任
期　
平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間

内
容　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
進
行
管
理
な
ど

募
集
人
員　

２
人

申
込
み　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
こ

ど
も
支
援
課
に
あ
る
応
募
用
紙
ま
た

は
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機

を
明
記
し
、
こ
ど
も
支
援
課
に
直
接
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
会
員

　

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

に
寄
与
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

高
校
生
か
ら
30
歳
位
ま
で
の

方活
動
場
所　
市
内
公
共
施
設
ほ
か

活
動
内
容　

・
主
に
小
学
生
を
対
象
に
し
た
自
主

事
業
の
企
画
、
運
営（
流
し
そ
う
め

ん
大
会
な
ど
）

・
子
ど
も
会
事
業
の
運
営
補
助

・
研
修（
自
主
キ
ャ
ン
プ
な
ど
）、
会

議申
込
み　
随
時
、
会
費
制

問
合
先　

つ
る
が
し
ま
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局（
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会
受
講
者

　

野
外
活
動
や
郷
土
か
る
た
な
ど
の

講
習
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
ど
も

達
の
様
々
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生

開
講
時
期　

平
成
28
年
６
月
〜
平
成

29
年
２
月
末（
予
定
）

場
所　
市
内
公
共
施
設
な
ど

内
容　

野
外
活
動
、
つ
る
が
し
ま
郷

土
か
る
た
の
審
判
講
習
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
な
ど（
年
４
回
程
度
）。

定
員　

50
人（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
選
考
）

申
込
み　

４
月
７
日
㈭
か
ら
28
日
㈭

ま
で
に
鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会
事
務
局（
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
課
内
）に
電
話
で

中
学
生
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

受
け
入
れ
先
事
業
所

　

平
成
28
年
度
も
中
学
校
で
社
会
体

験
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
い
ま
す
。
受
け

入
れ
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
お
近
く
の
中

学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
学
校
教
育
課
指
導
担
当

募
集

市役所からのお知らせ 
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教
室

鶴
ヶ
島
子
育
て
セ
ン
タ
ー
・
子

育
て
講
座
「
お
や
こ
で
さ
ん
ぽ

in
の
ん
の
ん
」

対
象　

１
歳
〜
未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　

４
月
19
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

分（
雨
天
時
は
４
月
22
日
㈮
に
延
期
）

場
所　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

親
子
で
一
緒
に
、
散
歩
や
芝

生
広
場
で
の
戸
外
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う

定
員　

15
組
程
度（
市
内
在
住
の
方

優
先
、
申
込
順
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
か
ら
鶴
ヶ
島

募
集

富
士
見
わ
か
ば
ま
つ
り
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
方（
仕
入

れ
品
な
ど
の
販
売
目
的
の
方
は
不
可
）

日
時　

５
月
８
日
㈰
10
時
〜
15
時

（
雨
天
中
止
）

場
所　

富
士
見
東
公
園（
富
士
見
市

民
セ
ン
タ
ー
隣
）

募
集
区
画　
10
区
画（
申
込
順
）

出
店
料　

２
０
０
円（
当
日
集
金
）

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

鶴
ヶ
島
市
手
話
通
訳
者

　

地
域
で
活
動
で
き
る
手
話
通
訳
者

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件　

①
手
話
通
訳
を
行
う
者

の
知
識
お
よ
び
技
能
の
審
査
・
証
明

事
業
の
認
定
に
関
す
る
省
令
に
基
づ

く
手
話
通
訳
技
能
認
定
試
験（
手
話

通
訳
士
試
験
）の
合
格
者
②
埼
玉
県

手
話
通
訳
者
試
験
の
合
格
者
③
こ
れ

ら
の
も
の
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者

申
込
み　

鶴
ヶ
島
市
手
話
通
訳
者
登

録
申
請
書
に
合
格
証
や
登
録
証
な
ど

の
写
し
を
添
付
し
、
５
月
10
日
㈫
ま

で
に
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
に
提
出
。

※
後
日
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

を
行
い
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
手
話
奉
仕
員
の
登
録

　

鶴
ヶ
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
実

施
し
た
手
話
講
習
会（
基
礎
課
程
）を

修
了
し
た
方
で
、
身
体
障
害
者
の
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
地

域
活
動
に
協
力
で
き
る
手
話
奉
仕
員

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
手
話

奉
仕
員
登
録
申
請
書
を
障
害
者
福
祉

課
障
害
者
福
祉
担
当
に
提
出
。

※
後
日
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

通訳ボランティア・翻訳ボランティア募集
　外国籍市民が行政サービスを受けるため、市内の
公的機関などからの依頼があった場合に通訳・翻訳
をしていただけるボランティアを募集しています。
対象　市内・近隣市町に在住する15歳以上（ただし
18歳未満は保護者の承諾が必要）の外国語によるコ
ミュニケーションがとれる、または外国語への翻訳
能力のある方
登録期間　1年間
その他　会員以外の人は市国際交流協会への入会が
必要です（年会費2000円）。
申込み　国際交流協会事務局（地域活動推進課内）

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の会
かい

員
いん

募
ぼ

集
しゅう

　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

は、市
し

民
みん

レベルでの国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を目
もく

的
てき

に個
こ

人
じん

や法
ほう

人
じん

・団
だん

体
たい

の会
かい

員
いん

によって組
そ

織
しき

され、外
がい

国
こく

人
じん

との交
こう

流
りゅう

や通
つう

訳
やく

・翻
ほん

訳
やく

ボランティア派
は

遣
けん

事
じ

業
ぎょう

など
外
がい

国
こく

人
じん

を支
し

援
えん

する活
かつ

動
どう

をしています。
　外

がい

国
こく

の方
かた

に日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

えたり、日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

や外
がい

国
こく

料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

、ワンナイトホームステイ受
うけ

入
いれ

、国
こく

際
さい

ふ
れあいコーナーなどを通

つう

じて外
がい

国
こく

の人
ひと

と交
こう

流
りゅう

してみ
ませんか。
　国

こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

を支
し

援
えん

する賛
さん

助
じょ

会
かい

員
いん

も募
ぼ

集
しゅう

しています。
年
ねん

会
かい

費
ひ

　個
こ

人
じん

会
かい

員
いん

2000円
えん

（家
か

族
ぞく

・学
がく

生
せい

・外
がい

国
こく

籍
せき

会
かい

員
いん

は1000円
えん

）、賛
さん

助
じょ

（法
ほう

人
じん

・団
だん

体
たい

）会
かい

員
いん

1万
まん

円
えん

申
もうし

込
こ

み　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

（地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

推
すい

進
しん

課
か

内
ない

）

New members invited!
Tsurugashima International Friendship  
Association（TIFA） is organized and operated 
by the members（individual,group and 
corporation organization）.We trust you 
understand the purpose of the Association and 
join us.
・How to apply　Submit the application form to 
TIFA office.
・Annual membership fee
Individual member：¥2,000、Foreign member：
¥1,000、Supporting member：¥10,000
・For more information　TIFA Office　
Tsurugashima City Office-Community Activities 
Promotion Section

鶴ヶ島市国際交流協会からのお知らせ鶴ヶ島市国際交流協会からのお知らせ
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（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

子
育
て
セ
ン
タ
ー（
鶴
ヶ
島
保
育
所

内
）に
直
接
ま
た
は
電
話
で（
☎
０
４

９・２
８
６・７
２
０
１
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

「
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
」

対
象　

市
内
在
住
の
親
子（
首
が
す

わ
っ
て
か
ら
立
っ
て
歩
く
前
ま
で
の

子
ど
も
と
親
）

日
時　

４
月
21
日
㈭
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

場
所　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
組（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
持

っ
て
い
れ
ば
）、
お
出
か
け
グ
ッ
ズ

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

サ
ー
ク
ル
地
域
還
元
講
座

「
春
植
え
の
花
・
野
菜
の
育
苗
講
座
」

　

春
植
え
の
花
や
野
菜
を
、
種
か
ら

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
12
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所　
富
士
見
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
材
料
費
）

そ
の
他　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
富

士
見
市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で（
☎
０
４
９・
２
８
７・
１
６

６
１
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

｢

健
康
長
寿
の
た
め
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
＆

ゆ
っ
く
り
バ
レ
エ｣

対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
女
性（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

日
時　

５
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
の
火
曜
日
10
時
〜
11
時
30
分

（
全
４
回
）　

場
所　
大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

健
康
と
長
寿
を
テ
ー
マ
に
し

た
バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ

定
員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内

履
き（
ま
た
は
厚
手
の
靴
下
）

協
力　
ア
・
テ
ー
ル

申
込
み　

４
月
６
日
㈬
か
ら
大
橋
市

民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話
で

（
☎
０
４
９・２
８
６・０
０
０
５
）

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

｢

子
ど
も
と
保
護
者
の
茶
道
教
室｣

　

日
本
の
伝
統
文
化
の
「
茶
道
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
１
年
生
以
上

日
時　

４
月
16
日
㈯
か
ら
原
則
毎
月

第
１・
３
土
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時

30
分（
全
11
回
）

場
所　
北
市
民
セ
ン
タ
ー

定
員　
25
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
回
５
０
０
円（
茶
菓
代
）

持
ち
物　
白
い
靴
下
、
ベ
ル
ト

協
力　
茶
道
を
楽
し
む
会（
表
千
家
）

申
込
み　

４
月
５
日
㈫
９
時
か
ら
北

市
民
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は
電
話

で（
☎
０
４
９・２
８
７・０
２
５
１
）

手
話
講
習
会「
基
礎
」

　

入
門
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

い
方
を
対
象
と
し
た
講
習
会
で
す
。

対
象　

16
歳
以
上
で
市
内
在
住
在
勤

の
手
話
講
習
会
入
門
修
了
者
。
ま
た

は
、
同
程
度
の
技
術
を
有
す
る
方
。

日
程　

５
月
12
日
〜
12
月
22
日（
８

月
11
日
を
除
く
）毎
週
木
曜
日
９
時

45
分
〜
11
時
45
分（
全
30
回
）

場
所　
市
役
所
６
階
会
議
室　

定
員　
25
人（
申
込
順
）

参
加
費　

３
２
４
０
円（
教
材
費
・

D
V
D
含
む
。
入
門
で
使
用
し
た『
手

話
を
学
ぼ
う　

手
話
で
話
そ
う
』
テ

キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
の
み
）

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
か
ら
22
日
㈮

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
直
接
ま

た
は
電
話
で（
☎
０
４
９・
２
７
１
・

６
２
７
８
）

3

3

3
3

　子ども大学かわごえは21世紀中ごろの超
グローバル時代に積極的に活動できる人材
を育成することを目標として、大学教授ら
の協力のもとに教育を行っています。月に
１回程度土曜日の午後、東京国際大学、尚
美学園大学、東洋大学の教室で授業を行い、
少人数の特別授業も数回行います。
対象　小学校４～６年生（小学校の地域は問
わない）
期日　６月～平成29年３月
定員　180人（応募者多数の場合は抽選）
授業料　年間6000円（入学金も含む）
申込み　４月４日（月）から30日（土）（消印
有効）までに、往復はがきに、氏名・男女・
住所・電話番号・メールアドレス（PC＆携
帯メール）・学校・学年・一言応募の動機を
記入し、「子ども大学かわごえ学生募集係」
（〒350-1109 川越市霞ヶ関北3-12-6霞ヶ
関北自治会館内）
問合先　学校教育課指導担当

子ども大学かわごえ
第９期学生を募集第９期学生を募集
子子

■おことわり　「まちづくりポイント発行対象事業」には　　のようなマークが表示されています。
　　　　　　　問合先　地域活動推進課
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わらび採り
日時　4月21日（木）・30日（土）9時30分～11時
※生育状況により日程を変更します。
場所　農業交流センター集合、地元農家のわら
び畑
定員　各日10人（申込順）
参加費　わらび代（100ｇ100円程度）
持ち物　軍手・持ち帰り用袋
その他　長靴履きで作業のできる支度
申込み　４月６日（水）９時から農業交流センタ
ーに直接または電話で（☎049･279･3335）
竹の子掘り
日時　４月23日（土）・27日（水）９時30分～11
時　※生育状況により日程を変更します。
場所　農業交流センター集合、地元農家の竹林
定員　各日10組（申込順。１組５人まで。小学
生以下の場合は保護者同伴）
参加費　1人100円、竹の子代1㎏500円程度
持ち物　軍手・持ち帰り
用袋（ゴミ袋程度の大き
さ）
その他　長靴履きで作業
のできる支度
申込み　４月５日（火）９
時から農業交流センター
に直接または電話で（☎
049･279･3335）

内
容　

チ
ェ
ロ
・
歌
・
ピ
ア
ノ
に
よ

る
、
上
質
な
名
曲
の
数
々
を
お
届
け

し
ま
す
。

参
加
費　

無
料（
当
日
任
意
で
５
０

０
円
程
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
）

問
合
先  

北
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４

９・２
８
７・０
２
５
１
）

サ
ザ
ン
朝
市
開
催
！！

　

サ
ザ
ン
地
域
支
え
合
い
協
議
会
会

員
な
ど
に
よ
る
朝
市
で
す
。
地
元
の

新
鮮
な
農
産
物
を
中
心
に
販
売
し
ま

す
。

日
時　

４
月
23
日
㈯
10
時
〜
12
時

（
毎
月
、
第
４
土
曜
日
開
催
予
定
。

荒
天
、
出
店
数
が
満
た
な
い
場
合
は

中
止
と
な
る
場
合
あ
り
）

場
所　
大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

大
橋
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎

０
４
９・２
８
６・０
０
０
５
）

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

　
○
図
書
館
に
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
と

ま
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

１
日
目
に
ぬ
い
ぐ
る
み
と
お
は
な

し
会
に
参
加
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち

は
そ
の
ま
ま
お
と
ま
り
し
て
、
図
書

館
を
探
検
し
ま
す
。
２
日
目
に
、
お

迎
え
に
き
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
在
住
の
３
歳
〜
小
学
生

ま
で
の
児
童（
保
護
者
に
よ
る
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
）

日
時　

４
月
23
日
㈯
15
時
〜
24
日
㈰

10
時
〜

場
所　
中
央
図
書
館

定
員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
み　

４
月
１
日
㈮
か
ら
16
日
㈯

ま
で
に
中
央
図
書
館（
☎
０
４
９・
２

７
１・３
０
０
１
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
逆
木
荘
」

春
の
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

　

武
蔵
野
の
面
影
が
残
る
「
神
代
植

物
公
園
」
と
深
大
寺
散
策
で
新
緑
を

イ
ッ
パ
イ
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上
で
２
㎞

位
、
団
体
で
歩
け
る
方

日
時　

５
月
10
日
㈫
９
時
〜（
８
時

40
分
集
合
、
雨
天
決
行
）

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
逆
木

荘
」
集
合
。
東
京
都
調
布
市
深
大
寺

北
町
地
内

定
員　

45
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

５
０
０
円（
入
園
料
・
保

険
料
含
む
）

持
ち
物　

昼
食
、
常
備
薬
、
保
険
証

な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
９
時
か
ら
11

日
㈪
16
時
ま
で
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
逆
木
荘
」
直
接
ま
た
は
電
話
で

催
し

春
春
の
つ
る
が
し
ま
元
気

２
０
１
６

〜
第
30
回
鶴
ヶ
島
市
民
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
〜

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
コ
マ
図
を

頼
り
に
コ
ー
ス
を
回
り
途
中
で
出
題

さ
れ
る
問
題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
屋
外
ゲ
ー
ム
で
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

対
象　

１
チ
ー
ム
２
人
〜
５
人
の
編

成
が
原
則
。
た
だ
し
、
高
校
生
以
上

の
方
は
１
人
で
も
参
加
可
。

日
時　

５
月
１
日
㈰
８
時
45
分（
受

付
８
時
15
分
、
雨
天
決
行
）

場
所　

市
役
所
来
庁
者
用
駐
車
場
集

合コ
ー
ス　

市
役
所
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
と
し
た
４
㎞
ま
た
は
７
㎞

参
加
費　

３
歳
〜
中
学
３
年
生
１
０

０
円
、
大
人
３
０
０
円（
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

そ
の
他　

障
害
な
ど
で
介
助
が
必
要

な
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月
１
日
㈮
か
ら
22
日
㈮

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鶴
ヶ
島
市
体
育

協
会
事
務
局
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張
所

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
直
接
、
同

体
育
協
会
事
務
局（
市
役
所
５
階
）に

提
出（
☎
０
４
９・
２
７
７・
５
１
９

９
）

※
申
込
後
の
参
加
費
の
返
金
は
で
き

ま
せ
ん
。

ｖ
ｏ
ｌ
・
８

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

４
月
24
日
㈰
14
時
〜

（
13
時
30
分
開
場
）

場
所　
北
市
民
セ
ン
タ
ー

農業交流センターの農業交流センターの
収穫体験に挑戦しませんか収穫体験に挑戦しませんか

3



19 広報つるがしま 2016.4

（代表） 市内各公共施設により開館日時はことなります☎049-271-1111
市民センターの受付時間は月曜日から金曜日（祝日を除く）9時から17時です

市役所市役所

（
☎
０
４
９・２
８
６・３
３
０
１
）

入
学
進
級
お
め
で
と
う
会

対
象　
小
学
生

日
時　

４
月
23
日
㈯
13
時
30
分
〜
14

時
30
分

場
所　
大
橋
児
童
館

内
容　

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
後
、
き
ら
き
ら
パ
フ
ェ
を
作
り
ま

す
。

定
員　
30
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
物

申
込
み　

４
月
９
日
㈯
９
時
30
分
〜

18
日
㈪
に
保
護
者
が
参
加
費
を
添
え

て
直
接
大
橋
児
童
館（
☎
０
４
９・
２

８
６・０
０
０
７
）

案
内

サ
ー
ク
ル
活
動
地
域
還
元
講
座

「
将
棋
大
会
」

対
象　
市
内
在
住
在
勤
の
方

日
時　

５
月
８
日
㈰
10
時
〜（
９
時

30
分
〜
受
付
）

場
所　
東
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

４
ク
ラ
ス
制

定
員　
60
人（
申
込
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
を

含
む
、
当
日
集
金
）

協
力　
棋き

友ゆ
う

会か
い

申
込
み　

４
月
４
日
㈪
か
ら
東
市
民

セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
９・
２
８
６・
３

３
５
７
）

お
も
ち
ゃ
病
院

月

日

場
所

4

９
㈯

大
橋
児
童
館

15
㈮

脚
折
児
童
館

18
㈪

上
広
谷
児
童
館

※
４
月
・
５
月
の
西
児
童
館
は
休
診

で
す
。

受
付
時
間　
９
時
30
分
〜
11
時

費
用　

無
料
。
た
だ
し
、
部
品
交
換

す
る
場
合
は
有
料
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
合
先　

大
橋
児
童
館（
☎
０
４
９
・

２
８
６・
０
０
０
７
）脚
折
児
童
館

（
☎
０
４
９・
２
８
７・
０
２
７
０
）上

広
谷
児
童
館（
☎
０
４
９・
２
８
７
・

１
７
３
２
）西
児
童
館（
☎
０
４
９
・

２
８
５・７
０
４
８
）

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
を
習
慣

付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

市
運
動
重
点

○
高
齢
者
の
自
転
車
お
よ
び
自
動
車

の
安
全
運
転
推
進

○
子
ど
も
の
安
全
な
道
路
横
断
の
推

進県
運
動
重
点

○
子
供
と
高
齢
者
の
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

【
街
頭
指
導
】　

　
チ
ラ
シ
、
啓
発
品
な
ど
を
配
布
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時　

４
月
２
日
㈯
９
時
30
分
〜

場
所　

運
動
公
園（
第
32
回
桜
ま
つ

り
会
場
内
）

安
心
安
全
推
進
課
交
通
安
全
・
防
犯

担
当防

犯
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住（
在
学
）の
小
学
生

以
上

作
品
の
規
格　

４
ツ
切
か
ら
８
ツ
切

の
範
囲
内（
自
作
の
ス
ロ
ー
ガ
ン（
標

語
）は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

作
品
の
テ
ー
マ　

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
も
の
、

住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
防

止
、
誘
拐
な
ど
子
ど
も
の
犯
罪
被
害

防
止
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
、

少
年
の
非
行
防
止（
薬
物
乱
用
を
除

く
）、
ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止
、
痴

漢
な
ど
に
よ
る
性
犯
罪
被
害
防
止

そ
の
他　

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

を
差
し
上
げ
ま
す
。
優
秀
な
作
品
は
、

県
ま
た
は
西
入
間
地
区
の
警
察
、
防

犯
協
会
に
よ
り
表
彰
状
と
副
賞
を
授

与
し
ま
す
。

申
込
み　

６
月
10
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
職
業（
学
校
名
・

学
年
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作
品

の
ね
ら
い
を
裏
面
に
明
記
の
上
、
〒

350
―
０
２
１
５
坂
戸
市
関
間
２
―
４

―
17
西
入
間
警
察
署
西
入
間
地
区
防

犯
協
会
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で（
☎

０
４
９・２
８
１・８
４
８
４
）

不
法
投
棄
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と

は
、
法
律（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
）で
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
違
反
す
る
と
、
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金（
法
人
に
対
し
て
は
３
億
円

以
下
の
罰
金
）が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪

で
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
し
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
道
路

や
水
路
な
ど
の
公
共
用
地
へ
の
不
法

投
棄
を
発
見
し
た
と
き
は
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

生
活
環
境
課
環
境
推
進
担

当

　市から児童手当を受けている方で公務員になった
方、公務員を辞めた方は手続きが必要です。
　児童手当は、原則お住まいの市町村役場で手続き
を行うことになっていますが、公務員は勤務先から
支給されます。
　現在、市から児童手当を受けている方で警察官、
公立学校教職員、自衛官などになった方や都道府県
庁、市町村役場などへの就職などにより公務員にな
った方はこども支援課で手続きが必要です。手続き
が遅れ、過払いになった場合は、返金していただく
必要がありますのでご注意ください。
　また、公務員を辞
めた方は、新規に市
に対し認定請求が必
要になります。
問合先　こども支援
課子育て支援担当

公務員の方の児童手当

3
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案
内

４
月
の
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

中
央
図
書
館
は
、
４
月
４
日
㈪
、

11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪
が
休
館

と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

中
央
図
書
館（
☎
０
４
９
・

２
７
１・３
０
０
１
）

職
業
訓
練
の
ご
案
内

　

埼
玉
県
で
は
、
介
護
や
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
仕
事
に
就
く
た
め
の
職

業
訓
練
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す（
教
材
費
な
ど
一
部
自
己
負
担
あ

り
）。
子
供
を
預
け
て
参
加
で
き
る

講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
仕
事
を
お
探
し
の
方

場
所　

県
内
の
民
間
教
育
訓
練
機
関

な
ど

そ
の
他　

面
接
な
ど
の
選
考
試
験
が

あ
り
ま
す
。

申
込
み　

願
書（
県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
で
入
手
）に
住
所
地
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
確
認
を
受

け
、
県
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８・６
５
１・３
１
２
２
）

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
開

催
の
お
知
ら
せ

　

埼
玉
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の

変
更
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
都

市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日
㈪
14
時
30
分

場
所　

坂
戸
市
入
西
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

内
容　
「
坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
」
の
変
更
お
よ
び
「
坂
戸
都
市
計

画
区
域
区
分
」
の
変
更

【
都
市
計
画
の
変
更
の
構
想
案（
原

案
）の
閲
覧
】

期
間　

４
月
12
日
㈫
〜
26
日
㈫

場
所　

都
市
計
画
課
、
県
都
市
計
画

課
、
坂
戸
市
都
市
計
画
課
、
飯
能
県

土
整
備
事
務
所（
県
都
市
計
画
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。）

内
容　
「
坂
戸
都
市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
」
の
変
更
原
案
お
よ
び
「
坂
戸
都

市
計
画
区
域
区
分
」
の
変
更
原
案

【
公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ

と
）の
申
し
出
】

対
象　

鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
に
住
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人

提
出
方
法　

４
月
26
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
県
都
市
計
画
課（
〒

330
―
９
３
０
１（
住
所
不
要
））、
ま
た

は
都
市
計
画
課（
〒
350
―
２
２
９
２

（
住
所
不
要
））へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
埼
玉
県
電
子
申
請
届
出

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す

（
詳
細
は
、
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

そ
の
他　

公
述
希
望
者
が
多
い
場
合

は
、
公
述
人
を
選
定
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
10

日
㈫
以
降
に
都
市
計
画
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
述
人

一
人
あ
た
り
の
公
述
時
間
は
、
お
お

む
ね
10
分
以
内
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

県
都
市
計
画
課（
☎
０
４

８・
８
３
０・
５
３
４
１
）、
都
市
計

画
課
都
市
計
画
担
当

手
話
通
訳
派
遣
事
業

　

５
月
３
日
㈷
か
ら
５
日
㈷
ま
で
、

の
受
付
け
が
お
休
み
に
な
り
ま
す

（
緊
急
の
場
合
を
除
く
）。

　

こ
の
間
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
を

希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０

４
９・
２
７
１・
６
２
７
８
5
０
４

９・２
７
1
・
６
２
７
７
）

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』2015年度全国統一防火標語消防情報消防情報 問合先　坂戸・鶴ヶ島消防本部　☎049・281・3119　http://sakatsuru119.jp/

指令車と高規格救急自動車を更新配備！
　坂戸・鶴ヶ島消防組合では、平成28年３月に指令
車および高規格救急自動車を坂戸消防署に更新配備
しました。
　指令車は火災調査を行うために出動する車両で、
火災調査に必要な様々な資機材を積載しています。
　高規格救急自動車は救急救命士による高度な処置

が行える資機材を
積載した車両で
す。緊急消防援助
隊にも登録されて
おり大規模災害時
においても活躍が
期待されます。

救命講習会（４月～６月）
種別 日時 場所 定員 時間

普通救命
講習 5月15日（日）鶴ヶ島消防署 20人 9時～12時

上級救命
講習 6月  9日（木）消防本部 30人 9時～17時

※各日先着順
内容　普通救命：心肺蘇生法（成人）および大出血時の
止血法
上級救命：心肺蘇生法（成人、小児、乳児）大出血時の
止血法、傷病者の管理法、外傷の手当および搬送法
対象　市内、坂戸市在住在勤在学の中学生以上の方
参加費　無料　
申込み　4月11日（月）から（土、日曜日、祝日を除く8時
30分から17時）直接または電話で消防本部警防課救急担
当（☎049・281・3116）高規格救急自動車　指令車
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み ん な の 健 康 問合先　保健センター
　　（☎049・271・2745 6049・271・2747）

ニルギリ紅茶
　インドは世界一の紅茶生産国で、北インド
のダージリンやアッサムが有名ですが、それ
に次ぐのが南インドのニルギリ丘陵で栽培さ
れる「ニルギリ紅茶」です。ニルギリとはヒンズー語で「青い山」
＝ブルーマウンテンを意味するそうです。セイロン（現スリランカ）
紅茶に似た芳香とマイルドな味を持ち、ミルク、レモン、洋酒と何
にでも合い、またアイスにしても美味しく、バリエーションは豊富
です。ニルギリで１～２月に摘まれた茶葉が日本の店頭で販売され
始めるのが丁度この時期。春の訪れと共に日本にやって来る高級紅
茶です。
【ミルクティーの作り方】
①ティーポットとカップを温めておく。
②ニルギリ紅茶小さじ2杯をティーポット
に入れる。
③沸騰したての湯（新鮮な水を使ったも
の）を100～150ml注ぐ。
④約2分30秒蒸らす。
⑤ポットの中をロングスプーンで軽くひと混ぜする。
⑥茶こしを通してカップに注ぐ。
⑦ミルクや牛乳を人肌程度に温めてたっぷり入れて出来上がり。
　まるで30分もじっくり煮出したロイヤルミルクティーのようで
す！ティーバッグも販売されているので、気軽に楽しむこともでき
ます。 
女子栄養大学生涯学習講師　勝山登美子
女子栄養大学ホームページ　http://www.eiyo.ac.jp/

日本脳炎の予防接種について

　平成10年4月2日から平成11年4月1
日生（今年度18歳になる方）で、日本脳
炎の予防接種第１期を終了し、第2期
の接種を終了していない方は、予防接
種を受けましょう。詳しくは保健セン
ターへ。

「8020よい歯のコンクール」
参加者募集

　8020運動とは、「80歳になっても、
20本自分の歯を保ちましょう」という
運動です。よい歯のコンクールを開催
し、達成者を表彰します。
対象　市内在住の80歳以上（4月1日現
在）で、自分の歯が20本以上あり、過
去に表彰を受けたことのない方
日時　6月5日（日）10時～12時
場所　保健センター
内容　当日は口腔内の診査などを行
い、表彰します。
主催　入間郡市歯科医師会

申込み　5月13日（金）までに保健セン
ターへ直接または電話で。

乳幼児すこやか相談
対象　就学前までの乳幼児とその保護
者・妊婦
日時　４月15日（金）９時30分～10時
30分（受付）
場所　保健センター
内容　身体計測・保健相談・栄養相談・
歯科相談
持ち物　母子健康手帳

小児慢性特定疾病医療費支給継
続申請の受付を開始します

対象　現在受給者証をお持ちで引き続
き治療が必要な20歳未満の方の保護者
期間　6月15日（水）～７月29日（金）
（土、日曜日・祝日は除く）
場所　坂戸保健所
必要書類　申請書、医療意見書、受診
者の加入する公的医療保険の被保険者
の市町村・県民税課税（非課税）証明書・

離職中の看護職の方は、届出が必要です

　法律の改正により、看護職の資格をお持ちで就
業していない方は、県ナースセンターへ届出が必
要になりました。転居や出産育児などで離職した
方は、届出をお願いします。
届出方法　埼玉県看護協会ホームページ上の「と
どけるん」のページから入力による届出。
問合先　埼玉県ナースセンター（☎048・824・
7220）

個人番号カードなど
※お持ちの受給者証に記載の住所地を
管轄する保健所から申請に必要な書類
が郵送されます（医療意見書は同封し
ません。指定医に依頼してください）。
問合先　坂戸保健所（☎049・283・
7815）

139

　急な病気や家庭での対処法、受診に迷うときは下
記の番号へ問い合わせてください。看護師が相談に
応じますが、診断や治療を行うものではありません。
●大人の救急電話相談
電話番号
＃7000（NTTプッシュ回線・ひかり電話・携帯電話）
☎048・824・4199（ダイヤル回線・IP電話・PHS）
相談時間
18時30分～22時30分（毎日）
●小児の救急電話相談（育児相談は除く）
電話番号
＃8000（NTTプッシュ回線・携帯電話）
☎048・833・7911（ダイヤル回線・ひかり電話・
IP電話）
相談時間
月～土曜日　19時～翌朝7時
日曜日・祝日・年末年始　7時～翌朝7時

受診に迷ったら受診に迷ったら

　2月10日、第45回埼玉県健康づ
くりのつどいにおいて、村

む ら

松
ま つ

ひで
子さんに食生活改善功労者感謝状
が贈呈されました。
　村松さんは、食生活改善推進員
として、地域と連携しながら、子
どもから高齢者まで、さまざまな
世代への望ましい食生活の普及啓
発活動を行ってきた功績が認めら
れたものです。

～おめでとうございます～～おめでとうございます～
食生活改善功労者食生活改善功労者

坂戸保健所では「心の病気についての相談」、「エイズ相談」を行っています。
問合先　坂戸保健所（☎049・283・7815）

春の紅茶でリフレッシュ
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        高倉菜の花まつり
　農業交流センターの芝生広場で催される、市民と
農家の交流イベントです。農家や協力団体による模
擬店の出店やフリーマーケットが開催されます。
日時　4月10日（日）10時～14時30分（小雨決行）
場所　農業交流センター
催し物　フラダンス、子どものダンス、バンド演奏、
フリーマーケットなど
模擬店　菜の花やきそば、赤飯、味噌田楽など
問合先　農業交流センター（☎ 049・279・3335）

対象　ウォーキングのできる方。小学生以下は保護
者、介助の必要な方は介助者同伴。
日時　4月10日（日）9時30分～12時（受付9時～小雨
決行）
コース　保健センターを出発し、3kmまたは5kmコ
ースを歩いて、農業交流センターにゴールします。
持ち物　運動のできる服装、飲み物、帽子
参加費　無料　
その他　つるがしま健康マイレージ対象事業です。
申込み　不要。当日直接保健センターへお越しくだ
さい。
問合先　健康増進課健康増進担当
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対象／救急患者　診療時間／9時～20時

今月の休日当番医・今月の休日当番医・
夜間診療のお知らせ夜間診療のお知らせ

■ ４月号には『平成28年度鶴ヶ島市予防接種のご案内及び平成28年度鶴ヶ島市母子保健年間予定表』『平成28年度成人検診年間日程表、
平成28年度成人保健事業年間予定表及び成人検診申し込みはがき』が折り込まれています。

関越病院  鶴ヶ島市脚折145-1 ☎285･3161
坂戸中央病院  坂戸市南町30-8 ☎283･0019
埼玉医科大学病院  毛呂山町毛呂本郷38 ☎276･1465

月 日 医療機関

4

3日㈰ 川野医院（内•循環器内•小）
上広谷17-14☎ 285•1530

10日㈰ 高沢医院（内•小）
脚折町6-18-7☎ 286•0358

17日㈰ 関越病院（内•外）
脚折145-1☎ 285•3161

24日㈰ 鶴ヶ島耳鼻咽喉科診療所（耳鼻咽喉）
上広谷8-15☎ 286•3387

29日㈮ 山岡内科・小児科（内•小）
上広谷412-28☎ 286•5172

5

1日㈰ 若葉台皮膚科（皮）
上広谷722-1☎ 286•8275

3日㈫ 関越クリニック（内）
松ヶ丘2-2-31☎ 286•7770

4日㈬ 鶴ヶ島池ノ台病院（内•外•消化器•泌尿器）
脚折1440-2☎ 287•2288

5日㈭ 井上医院（内•外•小）
富士見2-29-1☎ 287•0056

全期間
診療時間
 ９時～12時
14時～17時
18時～21時

坂戸市休日急患診療所（内・小）
坂戸市石井2327-3（☎289・1199）

※携帯電話などからは市外局番049を付けてかけてください。

月の相談４
◆法律
弁護士による法律相談（要予約）離婚、相続、金銭などの法的トラブル
■5日（火）（受付中）、15日（金）（1日から受付）、5月10日（火）（4
月26日から受付）13時～16時／市役所1階会議室▷地域活動推
進課
司法書士による法律相談（要予約）相続、登記、離婚、多重債務など
■14日（木）（受付中）、5月12日（木）（4月28日から受付）9時～
12時／市役所3階会議室▷地域活動推進課
行政書士による法律相談相続、贈与など日常生活に関すること
■14日（木）、28日（木）13時～16時／市役所3階会議室▷地域
活動推進課

◆行政
■15日（金）13時～16時／市役所1階会議室（行政相談は相談委
員宅でも受けられます▷地域活動推進課

◆人権
■15日（金）13時～16時／市役所1階会議室▷総務人権推進課

◆不動産（予約優先）
■5日（火）（受付中）、5月10日（火）（4月26日から受付）13時～
16時／市役所1階会議室▷地域活動推進課

◆税務
■5日（火）13時～16時／市役所1階会議室▷税務課

◆女性のための相談室（要予約）　
■法律相談は13日（水）10時～13時、カウンセリングは13日
（水）、16日（土）、19日（火）、27日（水）10時～15時※5月の予
約は4月28日（木）から▷女性センター（☎049・287・4755）

◆家庭児童
■月～金曜日9時～16時／市役所1階▷家庭児童相談室

◆子育て
■月～金曜日9時～16時▷子育てセンター（☎049・286・7201）
■月～金曜日9時～16時▷第二はちの巣子育てセンター（☎
049・286・1110）
■火～木曜日9時～14時▷かこのこ子育てセンター（☎049・279・
0505）

◆親子（要予約） 
子どもの発達や、子育てに関すること
■13日（水）13時～・14時～▷保健センター（☎049・271・
2745）

◆こころの健康（要予約）
■11日（月）13時～／市役所1階相談室▷障害者福祉課

◆教育
教育相談
■月～金曜日9時～16時30分（☎話相談可）▷教育センター（☎
049・286・8993）
いじめ専用ダイヤル
■月～金曜日9時～16時30分（☎049・279・5144）
鶴ヶ島いじめ相談メール（ ijimesoudan@city.tsurugashima.lg.jp）

◆消費生活
■月～金曜日9時30分～12時・13時～15時、土曜日9時30分
～12時（☎話相談のみ）▷市役所2階消費生活センター
消費生活専門相談（弁護士）（要予約）
■22日（金）13時～17時▷市役所2階消費生活センター  

◆就職（鶴ヶ島市ふるさとハローワーク）
■月～金曜日9時～17時／市役所2階鶴ヶ島市ふるさとハロー
ワーク▷鶴ヶ島市ふるさとハローワーク（☎049・272・4001）

◆内職相談
■火・木曜日10時～12時、13時～16時▷市役所2階内職相談室

）（
夜間の診療（24時間）

みんなで歩こう！みんなで歩こう！
第10回第10回  つるがしま菜の花ウォークつるがしま菜の花ウォーク

第15回     第15回     
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